
  

                                                   

介護保険法（平成9年法律第123号）（抜粋） 

（不正利得の徴収等） 

第二十二条 偽りその他不正の行為によって保険給付を受けた者があるときは、市町村は、その者からそ

の給付の価額の全部又は一部を徴収することができるほか、当該偽りその他不正の行為によって受けた保

険給付が第五十一条の三第一項の規定による特定入所者介護サービス費の支給、第五十一条の四第一項の

規定による特例特定入所者介護サービス費の支給、第六十一条の三第一項の規定による特定入所者介護予

防サービス費の支給又は第六十一条の四第一項の規定による特例特定入所者介護予防サービス費の支給で

あるときは、市町村は、厚生労働大臣の定める基準により、その者から当該偽りその他不正の行為によっ

て支給を受けた額の百分の二百に相当する額以下の金額を徴収することができる。 

二 略 

三 市町村は、第四十一条第一項に規定する指定居宅サービス事業者、第四十二条のニ第一項に規定する

指定地域密着型サービス事業者、第四十六条第一項に規定する指定居宅介護支援事業者、介護保険施

設、第五十三条第一項に規定する指定介護予防サービス事業者、第五十四条のニ第一項に規定する指定

地域密着型介護予防サービス事業者又は第五十八条第一項に規定する指定介護予防支援事業者（以下こ

の項において「指定居宅サービス事業者等」という。）が、偽りその他不正の行為により第四十一条第

六項、第四十二条のニ第六項、第四十六条第四項、第四十八条第四項、第五十一条の三第四項、第五十

三条第四項、第五十四条のニ第六項、第五十八条第四項又は第六十一条の三第四項の規定による支払を

受けたときは、当該指定居宅サービス事業者等から、その支払った額につき返還させるべき額を徴収す

るほか、その返還させるべき額に百分の四十を乗じて得た額を徴収することができる。 

 

（指定の取消し等）  

第七十七条 都道府県知事は、次の各号のいずれかに該当する場合においては、当該指定居宅サービス事業

者に係る第四十一条第一項本文の指定を取り消し、又は期間を定めてその指定の全部若しくは一部の効力を

停止することができる。 

一・二 （略）  

三 指定居宅サービス事業者が、当該指定に係る事業所の従業者の知識若しくは技能又は人員について、

第七十四条第一項の都道府県の条例で定める基準又は同項の都道府県の条例で定める員数を満たすこ

とができなくなったとき。 

四 指定居宅サービス事業者が、第七十四条第二項に規定する指定居宅サービスの事業の設備及び運営

に関する基準に従って適正な指定居宅サービスの事業の運営をすることができなくなったとき。 

～五（略） 

六 居宅介護サービス費の請求に関し不正があったとき。 

～七（略） 

八 指定居宅サービス事業者又は当該指定に係る事業所の従業者が、第七十六条第一項の規定により出

頭を求められてこれに応ぜず、同項の規定による質問に対して答弁せず、若しくは虚偽の答弁をし、又

は同項の規定による検査を拒み、妨げ、若しくは忌避したとき。ただし、当該指定に係る事業所の従業



  

者がその行為をした場合において、その行為を防止するため、当該指定居宅サービス事業者が相当の注

意及び監督を尽くしたときを除く。 

九～十三（略） 

 

（公示） 

第七十八条 都道府県知事は、次に掲げる場合には、当該指定居宅サービス事業者の名称又は氏名、当該

指定に係る事業所の所在地その他の厚生労働省令で定める事項を公示しなければならない。 

一～二 （略） 

三 前条第一項又は第百十五条の三十五第六項の規定により第四十一条第一項本文の指定を取り消し、

又は指定の全部若しくは一部の効力を停止したとき。 

 

（指定の取消し等） 

第百十五条の九 都道府県知事は、次の各号のいずれかに該当する場合においては、当該指定介護予防サ

ービス事業者に係る第53条第1項本文の指定を取り消し、又は期間を定めてその指定の全部若しくは一部の

効力を停止することができる。 

一～九 （略） 

十 前各号に掲げる場合のほか、指定介護予防サービス事業者が、この法律その他国民の保健医療若し

くは福祉に関する法律で政令で定めるもの又はこれらの法律に基づく命令若しくは処分に違反したと

き。 

十一～十三（略） 

 

（公示） 

第百十五条の十 都道府県知事は、次に掲げる場合には、当該指定介護予防サービス事業者の名称又は氏

名、当該指定に係る事業所の所在地その他の厚生労働省令で定める事項を公示しなければならない。 

一～二 （略） 

三 前条第一項又は第百十五条の三十五第六項の規定により第五十三条第一項本文の指定を取り消し、

又は指定の全部若しくは一部の効力を停止したとき。 

 

（指定事業者の指定の取消し等）  

第百十五条の四十五の九 市町村長は、次の各号のいずれかに該当する場合においては、当該指定事業者に

係る指定事業者の指定を取り消し、又は期間を定めてその指定事業者の指定の全部若しくは一部の効力を停

止することができる。  

  一～五（略） 

六 前各号に掲げる場合のほか、指定事業者が、この法律その他国民の保健医療若しくは福祉に関する法    

律で政令で定めるもの又はこれらの法律に基づく命令若しくは処分に違反したとき。 

  七 （略） 

 


